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全国に誇る山形県産の「啓翁桜」



変異ウイルスについて

2021年11月に初めて
確認された新たな変
異ウイルスで、WHO
が「懸念される変異ウ
イルス」に指定してい
ます。感染が急速に
広がっていることから、
デルタ変異ウイルス
よりも感染しやすい可
能性があると考えら
れています。 ワクチ
ンの有効性や治療薬
の効果などはまだ不
明ですが、変異ウイ
ルスへの対策として
は、3つの密を避ける、
マスクを着用するなど
の基本的な感染対策
をこれまで通りしっか
りと続けることが大切
です。

オミクロン変異ウイルスとは？

国内コロナ「第6波」懸念強まる



3回目接種について
3回目のワクチン接種はいつ、だれから？



冬に花を咲かせる「啓翁桜」は、雪が降り積もる「雪国」山形県
が日本一の出荷量を誇っています。
お花見シーズンに見られる桜は、気温が低くなる秋に休眠状態に
入り、気温上昇とともに春に開花します。一方で、促成栽培の啓
翁桜は、切り出した枝をお風呂（温湯）に入れたり、薬品で処理
を施し温室（ハウス）に入れることで、いち早く開花を促してい
ます。
このような処理を行うには、事前に気温8℃以下の環境で500時
間以上を休眠させる必要があり、この期間が短いと花が咲きませ
ん。秋の訪れが早い山形県では、早い時期から休眠状態に入るた
め、真冬でも桜を目覚めさせることができるのです。
山形の気候と確かな技術により栽培された啓翁桜は、12月中旬か
ら3月まで、鑑賞用の切り枝として全国各地に出荷されています。
しなやかな細い枝にピンク色のかわいらしい桜の花がたくさん咲
きそろう姿は、ボリュームがあり、とても華やか。お正月や結婚
式、卒業式など、お祝いの日を彩る花として人気です。
雪の降り積もる山形からお届けする一足早い春の訪れを、ご家庭
でもぜひ、お楽しみください。

全国に誇る山形県産の促成栽培「啓翁桜」

表紙の桜は山形県産の啓翁桜



蔵王連峰（奥羽山脈の一部）の特殊な気象条件と植生が造り出す、世
界でもあまり類をみない“氷”と“雪”の芸術品
一つとして同じものはなく、刻々変化するその姿は雄大で繊細

「スノーモンスター」とも呼ばれている“蔵王の樹氷”は、大自然の脅威
を体感する山形の郷土遺産 -宝物-

みなさんに“蔵王の樹氷”の姿を観てほしい！“蔵王の樹氷”
を知ってほしい！２月末ぐらい迄がおすすめですので是非来
てみて下さい。（場所：山形蔵王スキー場中央路ロープウェイ
から）


